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はしがき

旋毛虫膵癌助鱒物)は多くの生理活性物質を食道腺より分泌し､シスト

(mrsecell形成)並びにその維持を行っている｡本研究はこれらの変異を

する生野活性蛋白をcp甑ライブラリーからクローニングして遺伝子工学部

成し､宿主に対する作用機序を解明することを目的とした｡

旋毛虫はア乎如鮎のように典型的なシスト形成を行う種とrク∫e〟ゐ孝

のようにシスト形成が不完全な種が存在する｡このような凱臓乃e肋種間

態の違いを解明するために､シスト形成に最も重要な役割を担っていると

られている㌃即細心分泌蛋白のアク∫e〟ゐ乎血肋におけるホモログをクロ

ングし､その性状を解析した｡その結果､両者のアミノ酸ホモロジーは侶

また糖鎖修飾の違いによると考えられる分子量の差が認められ､それらか

の差になっている可能性が示唆された｡また､旋毛虫感染筋肉の組織学郎

討では､T乎iTt7Hsではsatellitecell由来のmrsecellと感染筋肉由来のrrurs

が融合してシスト形成を行うのに対し､アク∫e〟血甲血揖では両細胞は融合･

そのためにシスト形成が不完全にとどまることが示唆された｡

r乎血鮎による筋肉細胞変異に関与する宿主遺伝子について､マイクロ

イによって検討した結果､細胞分化成長関連遺伝子､ガン遺伝子､アポト

ス関連遺伝子の発現が感染により高値を示した｡それらの中で､アポト一

関連遺伝子群の発現について検討した｡これら遺伝子はmr$eCellを;限局L

現が認められ､シスト形成と密接に関連していることが示唆された｡すなわ

アポトーシス誘導因子は感染筋肉由来甲mrseGell内で発現されアポトヤシ

起こすが､アポトーシス抑制因子がsatellitecell由来のrmrsece11内で発現;

シスト形成および維持を行っていると考えられた｡一方､rク∫β〟血甲血揖

筋肉はT乎iraHs感染筋肉よ.り細胞死が遅れ､myOPathyが維持されるカ

卵β〟ゐ乎ぬ触感染筋肉細胞のアポトーシス関連遺伝子の発現はア甲坤肋よ

期に渡り高値を示し､Tpseuゐ乎iraHs感染細胞のmyopathyを維持する要医

っていることが示唆された｡


